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畦面被覆の微気象に関する研究  

ⅡⅠ被覆の資材・方法の相違が作物の生育に及ぼす影響（その2）  

鈴木 晴雄，上原 勝樹，宮川 秀夫  

STUDIES ON THE MICROMETEOROLOGY  

OF THE MULCHED GROUniD SURFACE OI: THE ROWS 

IIIIE鮪ctsofthedi鮫renceofthemulchingmaterialsandof  
themulchingmethodsonthegrowthofthecrop（Part2）  

HaruoSuzuKI，MasakiUEHARAandHideoMIYAGAWA  

Continuingthepreviouswork，thesweetpotatoeswerecultivated丘OmJulYtONovember，1972，  

attheexperimcntfarm，KagaWaUniversity，Japan“Thesweetpotatocultivationsweremade  

infbllowlngfburplots，namely，thenomulchplot，thealuminumfoilmulchedplot，theblack  

mulchedplotandthedayandthenightmulchedplotwiththestyrofoamplates   
The observations were performed especially with the relation between the undergrOund  
temperature and the swcet potato growth Thefo1lowlngざeSults were obtainedThe top  

Weightoftheswcctpotatoplantswasmaximumandthelengthofthesweetpotatoplantswas  
longcstattheblackvinylfi1mmulchedplotandthesevaluesdecreasedinthefb1lowlngOrder，the  
nomulchplot，thealuminumfbilmulchedplotandthedayandthenightmulchedplotThis  
tendcncylS PrOPOrtionalto thc maximum diurnalunderground temperatureThc tuberous  
rootweightofthesweetpotatoeswasmostheavyattheblackvinylfilmmulchedplotandwas  
mostlightatthedayandthe＝nightmulchedplot，namely，1nCOmParisonwiththetuberousroot  

Weightofthenomulchplot，thatofthealuminumfoilmulchedplotwasaboutlh5times，thcblack  

Vlnylfilmmulchedplotwasabout37timesandthedayandthenightmulchedplotwasabout  
O6times“TheseresultssuggeStthatthecultivationmethodofthesweetpotatoesbythecover－  

1ngOfthcrowwiththeblackvinylfi1mismuchusefhl  

前報に引続き，香川大学農学部附属農場において，1972年7月から11月にかけて甘藷を栽培した   

即ち，裸地峡区，アルミ箔被覆区，黒色ビニールフィルム被覆匿および断熱胡を用いた全被覆区について行ない，  

とくに地温と甘藷の生育との関係について考察した 

得られたおもな結果は，甘藷の地ヒ部重・総茎長については，黒色ビニールフィルム被覆区が最も大で，次いで裸  

地雌区，アルミ箔被覆区，全被覆区の順で日放高地温に比例していた   

塊根重は，プ．具色ビニ・－・ルフイルム被覆附こ汲も多く，全被覆区が最も少をかったこれらを裸地畦区に比べると，  

アルミ箔被覆区は15倍，黒色ビニ・－ルフイルム被覆l茎は37倍，全被覆区では06倍であった   

これらの結果は，雑草の防除をも兼ねた黒色ビニールフィルム被覆の甘藷栽培に対する利用価値の高いことを実証  

したものである  

Ⅰ ま え が き   

畦面被覆に，Albedoの著しく異なった汽材を用い，或いは断凝材を用いて掛けはずしを行なった場合の各処理区   
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における熱収支・微気象特性についてはすでに明らかにした（ト4）そして，それらの特性をもった各被覆の作物に対  

する影響をみるため，前報（5）においては1972年5月から8月にかけて大豆－の栽培を試み，とくに地温と生育・収過と  

の関係について考察した   

今回は，それに引続いて，1972咋7月から11月にかけて日藷を栽培した場合の一例について，その概要を報曾する   

なれ 本報皆の概要ほ，1973年12月8日開催の日本農業気象学会■巨国四国支部会において講映発表した  

ⅠⅠ実験の設備と方法  

前報（5）の大豆の栽培実験を行なったのと同しく，香川大学農学部附属農場において，畦の長さ9m，巾06m，高さ  

25cmの東西畦に，新報と同じ贅朝を用いて次のような実験区を設けた即ち  

No1：裸地畦区（対照区）  

No2：002mm厚のアルミ箔被覆区  

No3：01mm犀の黒色ビニールフィルム被覆区  

No4：全被覆区（18mm悍の白色発泡スチロール板を全日被覆）  

の4区を設けたをお，当初は昼間取り除きの半被覆区も設けていたが，掛けはずしのため幼植物が損傷し，途■いで  

中止のやむなきに致った   

供試品種としては高系14号を用い，1972年7月29日に各区12個体宛を水平枯にし，8月9日から被覆を行なって11  

月16日の収穫時・まで栽培を続行したその概要はFiglの如ぐである  

FiglStatusofthcsweetpotatocultivation（13，August，1972）  

なれ 各区における肘1Jの中央部の株聞において，地「2cmおよび10cmの地温を，大豆栽培の場合と同様に  

05mmのCu¶Co熟電対を用いて，栽培期間■l－継続して自記させたさらに，11ル藷の塊根肥大時期に各区における  

接地気温・地温の多点観測を行なったまた地温の測定と同じ深さから土壌を採取して，炉乾法により各区における  

土壌の含水率を測定した   

生酒調査は甘藷の植村後約60日目の茎葉架蔵越よび劉巴大初期に当る9月28日と，同じく約110日目に当る収櫻別  

の11月16日の封2回行なったをお，各区とも全生育期間中細肥料で栽培し，苗－が十分活着するまでの期間はかん水  

を各区毎回等銃宛行ない，各lヌニとも同十■・条件にをるよう往意して叔増管理を行なった  

ⅠⅠⅠ実験結果並びに考察   

1．生育期間中における接地気温・地温  

（1）地温の日変化   

甘藷は7月29日に植付けて8月9日から被覆を行をい，同時に地温の測定を首錮台したそして，その直後の8月12  

日と塊根肥大時期における10月18日の地下2cmおよび10cmの地温目変イヒを示すとFig2～3の如ぐである   
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Fig．2．Diurnalvariation of underground temperature（12，August，  
1972）‖ No1：Nomulchplot，No2：Aluminumfoilmulched  
plot，No”3：Blackvinylfilm mulched plot，No・4：Day and  
nightmulchedplot 

Fig‖2に示した格付後2週間目における8月12日の地温日変化について考察するL当日は日照時間86時間，日射  

最339cal・Cm－2・day‾1の晴天であった．   

地下2cmにおいては，No1の裸地畦区は他の各区に比べて夜間は2～30C低温で経過している．そして最低温  

度は2090Cであったが，この時期には甘藷は生育初期のため畦面が熱授受の主たる作用而とをり，裸地畦区におけ  

る夜間の放熱が他の被覆区に比べて顕著であったことを示している．夜間に地温が最も高かったのはNo“4の全被覆  

区であったが，これは断熱板による放熱防止の作用が顕著であったことを示すものであるn No・2のアルミ箔被覆区  

とNo…3の黒色ビニ－ルフイルム被覆区では温度差が小さく，かつ他2区の間にあった．   

昼間は，男色ビニ・－ルフイルム被覆区が最も高温で経過し，蔵高温度3430Cを示している小 次いで裸地畦区，ア  

ルミ箔被覆区の順で全被覆区ほ放も低温で経過している… 全被覆区は日中の巌高温度が2880Cであった．．   

日較差は黒色ビ・ニールフイルム被覆区が汲も大きく12．00C，次いで裸地畦区9小8◇C，アルミ箔被覆区7．40Cで，断  

熱材による仝被覆区は最も小さく500Cであった．   

地下10cmにおいては，地下2cmと同様な傾向を示しているが，各区とも地下2cmより最高温度は低く，最低温  

度は高い．そしてその起時もおくれ，各処理区における熟的特性をよく表わしている1   

また，日較差も減少しており，各区間の関係は地下2cmと同じく黒色ビニ・－ルフイルム被覆区，裸地畦区，アル  

ミ箔被覆区，全被覆区の順に86，7い4，4－3，280Cを示している．．   

次に，甘藷の塊根肥大期における10月18日の地温日変化を示したFig‖3についてみる… 当日は日照時間55時間，  

日射量267cal・Cm－2・dayl‾1の晴時々象りであった．   

この時期には全般的に日射盈は減少し，地温は低下している．さらに茎葉繁茂によって畦而への日射は遮断され，  

畦面における熱授受の作用は微弱となって，Albedoの相違による被覆区間の地温差ほ減少している．   

地下2cmの温度日変化についてみると，甘藷の茎葉繁茂期にお小ても夜間には裸地畦区が最も低温で日最低  

14．．2◇C，断熱材の全被覆区はそれより約20Cの高温を示し全区中最高で，アルミ箔被覆区と黒色ビニールフィルム被  

覆区はほほ同温で前両区の中間にあった．   

昼間は黒色ビニニ叩－ルフイルム被覆区が全区中で最も高く，日最高は2180Cであったし しかし，アルミ箔被覆区と  

の温度差は小さく，最高lOC程度であった、裸地畦区では前両区より低温で日最高は20い80Cを示し，その起時も  

1～2時間早い．金被覆区は全区中で最も低く最高190Cであった．   

日較差は生育初期の8月12日より小さいが各区間の順位は同じで，温色ビニールフィルム被覆区が最も大きく 66   
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Fig”3u Diurnalvariationofundergroundtemperature（18，October，1972）．  

OC，次いで裸地畦区 6，5OC，アルミ箔被覆区560C，全被覆区は最も小さく 2′50Cであった．   

地下10cmにおける地温の日変化は，地下2cmにおけるより小さいが傾向は同じである．   

以上の如く，10月中旬頃にをってくると，太陽高度の低下，日照時間の減少によって次第に低温の時期になるり さ  

らに甘藷の茎葉繁茂による自己マルチの作用で，畦面への日射が遮断される．従って被覆の資材・方法の相違による  

地温への影響は微弱になるが，各処理区本来の特性は残り，結局微弱ながら生育初期のような分布型にをったものと  

考えられる．  

（2）地温の半句別変化   

前報（5）と同様に，甘藷の栽培期間中における地温の観測結果から，8月11日から11月15日までの地下2cmおよび  

10cmの地温について，半句平均日放高および最低温度を示すとTablelの如くで，また半句平均温度日較差を示す  

とFig“4～5の如くである．なお，アルミ箔被襟区における地下10cmの温度は，熟電対の故障のため8月第4単旬  

から9月第3半句までの間省略したい 次に，各区における地温の分布や変化の特性を生育との関係において述べる．  

i）半句平均温度   

甘藷の栽培期間中における地温の単旬平均を示したFigい4についてみるい まず地下2cmにおける半句平均温度は，  

各区ともに9，10月と月日の経過につれて次第に低下しており，また各区間における温度差も減少している．．   

即ち，甘藷の生育初期に当る8月には日射も強く，また畦面へ月射の透過が良好で，そこが裸地のような熱投受の  

主たる作用面となるので，地温に対して各被挺の特性が顕著に現われ，8月にみられるような温度差になったものと  

考えられる．   

9月の第2半句以後になると，甘藷の茎蛮が次第に繁茂して畦面への日射が遮断され，いわゆる自己マルチの作用  

が現われるようにをるさらに太陽高度の低下による日射蒐の減少も手イ云・つて，被綬の資材・方法の相迎が地温にお  

よほす作用は弱くをり，各区間の温度差は図のように小さくなったものと思われるu   

全期間を通じて裸地畦区は各被覆区に比べて最も低温で経過している‖ また黒色ビニールフィルム被覆区は，生育  

初期には全区中で最も高温を示し，それ以後においても高温の傾向にあった‖   

地下10cmにおいては，地下2cmにおける場合と傾向は同じであるが，各区間の温度差は僅かをがら減少し，ま  

た全般的に地下2cm より温度は高くなっている．  

ii）半句平均温度日較差   

甘藷の栽培期間中における半句平均温度日較差を示したFigり5について，地下2cmの分布をみる．全期間を通じ  

て裸地畦区の較差が滋も大きく，次いで黒色ビニールフィルム被覆区，アルミ箔被覆区の順で，断熱材を用いた全被  

覆区が混も小さい値を示している．そして各区間における日較差は生育初期に大きく，8月第3半句に裸地政区は  

1450C，黒色ビニールフィルム被覆区12h40C，アルミ箔被覆区6．1OC，全被覆区においては4．90Cを示し裸地畦区の  

約1／3であった．そして全被覆区では全期間2～50Cを示している．9月第2～4半句において日較差の減少と各区   
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間の差が小さくなっているのは，天候の関係と思われる．   

地下10cmにおける日較差は，全般的に地下2cmのそれより減少し，また各区間の差も小さくをっている．しか  

し分布と変化の模様は地下2cmと同株であるとくに全被覆区においては，全期間を通じて1～20Cを示し最も小  

さい‖ 以上のように全被覆区においては，発泡スチロール板による断熱作用によって，日較差およびその半句変化を  

小さくしたものと思われる．．また，裸地瞳区においては，他の各被覆区に比べて日較差の大きいのは，夜間の放熱が  

顕著であったことによるものと考えられる，．   
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iii）半句平均日最高および最低温度   

甘藷の栽培期間中における地温の半句平均日最高温度を示したTablelについて，各区における地下2cmの温度  

分布をみる．   

日放高温皮は，8月から9月第1半句にかけて，各区間の差が顕著に現われている．そして黒色ビこ・－ルフイルム  

被覆区が最も高く，次いで裸地睦区，アルミ箔被覆区の順で，全被覆区は最も低温を示しているい 即ち，この時期に  

は甘藷ほ生育初期で，畦面へ・の日射の透過が良好で，各処哩区の特性が顕著に現われたものと考え．られる．以後月日  

の経過につれて甘藷は茎葉繁茂し，畦面への日射が遮断されるい それに伴ない各区間における温度差が減少している  

のは，甘藷による白己マルチの作用が現われた結果である小 金被覆区では全期間を通じて汲も低温で経過している巾  

これは発泡スチロール板の断熱作用が顕著であったことを示すものであるu また，黒色ビニールフィルム被覆区では  

9月第2半句以後も日最高温度は高めに経過しているい   

地下10cmにおいては，地下2cmのそれと傾向は同じであるが，各区間の温度差が幾分小さくなっている．  

Tablel。Maximum and minimumunderground tcmpeTature（OC）in the丘ve．day averageduring  

thesweetpotatocultivatiQn  August，1972  

September，1972  

1－5  6－10  11－15  16－20  21－25  26－30   

NumbeIOfdays                    Depth（cm）   2 い0   2 い0   2い0   2い0   2llO   2  10   

No。．l  maX…  30．0  29‖5  26．8  26い0  25“6  247  234  22。5  25い9  23‖7  22．8  21小0   min．．  218  22／7  21．9  22日9  19．3  205  17．9  19小2  15…5  1臥2  13い3  15小5   

No．3  maX、  豆110  29．4  2ラい0  26．．3  25．6  24．9  24，1  23．4   minい  22‖7  24．6  22．2  23．3  205  21…5  18J7  20‖0   
Noい4  maX． min．．  27．6 238  266 247  25．6 23い0  25．0 23．3  24．4 21り0  237 222  22，9 196  22．4 20．6  

October，1972  
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November，1972  

Remark：Noll：No mulch plot，No”2：Aluminum fbilmulched plot，No・3：Blackvinyl丘1m  
mulchedplot，No”4：Dayandnightmulchedplot。  

次に，各区における日放低温度についてみると，地下2cmでは全期間を通じて全被覆区が侵も高温で経過してお  

り，次いでアルミ箔被覆区，黒色ビニール7イルム被覆区で，裸地畦区は最も低温であった．これは，全被覆区では  

断熱材による放熱防止の効果が顕著であったことを示すものであり，裸地瞳区においては各被覆区に比べて夜間の放  

熱が円滑に行をわれたことを示している．   

地下10cmにおいては，9月第2半句以後は地下■2cmのそれと同様の分布をしている‖ しかし，生育初期には黒  

色ビニールフィルム被覆区が最も高温を示している．これは，黒色ビニーリレフイルム被覆区では日中最も高温であっ  

た関係から，地中熟盈が他の各区より多く，夜間放熱しても尚僅かに高温を示したものと思われる．  

（3）被覆区と対照区との地温   

甘蘭の生育・収量に関係の深いと思われる地下10cmの温度について，各区の特性を検出するために，前報と同様  

にして対照区の裸地畦区と被覆区との関係式を求めた．  

即ら，日平均温度については次の如くであった 

9月：γ2＝0．82£1＋4．90  

γ8＝0．97だ1＋1．64  

γ4＝0．83だ1＋4い05  

10月：γ2＝0．87El＋3．17  

γ＄＝097£1＋1－21  

γ4＝0．76．£1＋4．96  

11月：γ2＝059ズ1＋6り09  

ツさ＝0．77£1＋3い72  

ツ4＝0．38．ズ1＋9．15  

（γ＝0．98）  

（r＝0．99）  

（γ＝0．98）  

（γ＝0り98）  

（r・＝098）  

（r＝0′97）  

（γ＝092）  

（r＝0．95）  

（r＝0‖69）  

（1）  

（2）  

（3）   

但し，・£1は裸地畦区における地下10cmの日平均温度，ツ2，γ8，一γ4はそれぞれNo．2のアルミ箔被覆区，No…3の黒  

色ビニー・ルフイルム被覆区，No、4の全被覆区の地下10cmの温度，rは相関係数である．   

これらによると，月日の経過につれて甘藷の茎葉は繁茂し，自己マルチの作用が強くなり，－・方，次第に太陽高度  

の低下に伴なう日射量の減少と含まって，各処理の地温への影響が弱くをっている．即ち，9月から10月にばアルミ  

箔被覆区と黒色ビニ・－ルフィムム被覆区は，裸地畦区のlOCに対する変化率は変らをいい しかし，11月になると各  

区ともに変化率は減少しているり   

次に，甘藷の塊根の肥大に重要を10月から11月における地温の日変化較差は次式の如くであった．  

10月：．γ2＝0．57ズ1＋0．30  

γき＝0．67ェ1＋0．43  

ツ4＝0．42．£1－・073  

11月：γ2＝0．56．£l＋0い41  

ッ8＝065ヱ1＋0‖32  

ツ4＝0．29だ1－0“17  

（γ・＝0い94）  

（7＝0い90）  

（r・＝0．80）  

（r・＝0．89）  

（r・＝0．92）  

（r・＝0．88）  

（4）  

（5）   
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但し，釣，，γ乏，ツ8，ツ4，γ・は前式と同じである．   

各区とも10月から11月へと月日の経過につれて，裸地畦区のlOCに対する変化率は僅かではあるが小さくなって  

いることがわかる．  

（4）接地気温・地温の垂直分布と地温のⅠ紬pleth   

甘藷の茎糞繁茂・塊根肥大生長期における10月23日へノ24日に，同じ資材で同一・処理を行なった鰊栽培畦についての  

接地気温・地温の観測結果から，それらの垂宙分布を示したのがFig6であるなお当日は日照時間79時間，日  

射盈268cal・Cm‾2・day‾1の晴天で各区における特性が顕著に現われている′，   

Fig．6についてみると，接地気温は夜間から早朝にかけて，ほほ等温状の垂直分布を示し，各高さによる温度差は  

柑   】5   20   25   30℃  10   Ⅰ5   20   25℃  
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Fig小6”VerticaldistIibutionofthetemperaturenearthegroundandintheunderground。  

殆んどみられ覆い．日中になると各区とも被覆表面近くで温度は上昇しており，とくに黒色ビニールフィルム被覆区  

が最も顕著で390Cに遷している1．これらは瓜bedoが小さいため被覆物がよく日射を吸収して高温となり，その熟  

はそこから直上の空気と，被覆下地面との小空隙を介して直下の地面に伝わる．即ち，黒色ビニールフィルム被覆区  

の熟収支の特性として，日中瞳面における純放射魔の約80％（2〉が顕熟伝達として空気中に出ていることからもわかる．   

次に，地温の垂直分布についてみると，各区ともそれぞれ特性がよく現われている．とくに，黒色ビニールフィル  

ム被覆区と全被覆区とは対照的で，後者は各深さとも14～190Cの囁囲にあって，日較差は小さく分布曲線が収束し  

ている．．次にそれに近いのはアルミ箔被覆区である．．それに対して前者は，各探さとも200Cを中心としてその前後  

に分布し，全区中で地温変化の巾が最も大きい．   

甘藷の塊根肥大に重要であると云われている地下10cmにおける較差を比べると，裸地瞳区，アルミ箔被覆区，黒  

色ビニールフィルム被覆区，全被覆区それぞれ6，3，8，20Cで，黒色ビニ、－ルアイルム被覆区は裸地畦区の1．3倍，  

全被覆区の4倍になっている巾   

また，塊根は地下10cmを中心とした探さの温度傾度の急変部に形成され，土壌の温度変化の大きいぼ．ど，従って   
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その間の温度傾度が大きいぼど肥大しやすい傾向があると云われる（6）が，まさに黒色ビニ・－ル■フイルム被覆区では他  

の区に比べてその条件が混も満足されている   

次に10月13日の快晴日に，甘藷栽培畦の各区における地中温度の多点観測から，各畦の6，10，14，18時にお・ける  

Isopleth図を画いたのがFig7である 

即ち，各区とも咄の地中温度は，日中は等温線が帖耐こほほ平行に現われ，畦の■ト山ほど高温を示しているそし  

て14時頃までは主として南側からの受熟によって，雌の南側が高温になり，受鴇型の分布を示している．．  

＼                                                  ヽ  

′＝  、                 F；：；■■≡軋                                        ′  
←＼モ上声⊇・．           ′■‾－‾‾・                    ヽ                      ヽ                      ＼  

‾＝  － ヽゝ                                                                                  l  

1800  

Fig7”Distributionoftheundergroundtemperaturcfbrthedayineachplot（13，October，1972）1  

午後放熱が受熟に勝るようになってくると，昼間とは逆に畦の表面から温度は低下して，18時にみられるようを放  

熱型の分布になってくる．そして温度勾配ま日中黒色ビニールフールム被覆区が殻も大きく高温で，仝被覆区におい  

ては等温線の間隔が粗で畦全体温度差が少をく，かつ最も低温を示していることがわかるり  

2．甘藷の生育並びに収量   

前述の4区即ち，No，1：裸地睦区，No2：アルミ箔被覆区，No一3：黒色ビニール■71ルム被覆区，およびNo4：  

全被覆区に甘藷（高系14号）を1972年7月29日に各区12個体宛を水平植にし，8月9日から被覆を行をい11月16日の  

収穫時まで無肥料で栽培した．その間各区同一・条件になるよう注意して管理を行をった‖   

以上のよう釘畦面被覆の資材・方法の相違が，そこに栽培された甘藷の生育・収量に如何をる影響を及ぼすかにつ  

いて述べる．   

まず，各区における土壌水分であるが，甘藷の塊根肥大初期における9月28日に測定した土壌の含水率は，裸地境  

区，アルミ箔被覆区，黒色ビニールフィルム被覆区および全被覆区それぞれ地下2cmは98，149，117，155％，  

地下10cmは114，159，136，178％であった．即ち，各区とも地下10cmの含水率は地下2cmのそれより何れ  

も大で，また何れの深さにおいても被覆区の方が裸地畦区より含水率は大きかった．そして，各探さとも全被覆区の  

含水率が最大で，裸地畦区は最小であった．   

甘藷の繁茂並．びに塊根肥大初馴こおける植付後60日目の9月28日に，各区における太根（7）の分布を調査した．一・九  

各区における地温の垂直分布特性は既述の如くであるが，根の一・部分が温度分布上低温部或いは温度傾度急変部とな  

ることが，そこで塊根を形成させ肥大せしめることである（8）といわれ，その場所を裸地の場合ほ地下10cm附近であ  

るとしているけ そうすると，畦面にそって地下10cm附近に大根が分布してもよいのであるが，この調査時期にはま  

だ裸地畦区も含めて各区ともに明瞭な分布はみられをかった．   

次に，植付後約110日目の11月16日に収穫を行をい，その結果を示したのがTable2であるな動 この表には  

10株平均の値を示してある   
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Table2についてみると，地上部重・総茎長は最高地温が高いほど大で，これは従来の報告（9）と同じであった．そ  

して，今回の例では黒色ビニ・一ルフ ルム被覆区に汲も大で，次いで裸地畦区，アルミ箔被覆区の順で，全被覆区に  

最も小であった 

Tablc2 YICldofthesweetpotatoatharvesttlme（16，November，1972）  

No1  No2  No 3  No 4 

totalstemlength  
（m／hill）  

top weight 

（g／hill）  

tuberousIOOtWeight  

（g／hill）  

tuberous root number  

（number／hill）  

tuberousrootweight  

（g／number）  

top／工00tratio   

細根の状態についてみると，この場合も地温の高いほど多くなっていたが，これも従来の報彗（9）と同じであった．  

9月28日における掘取調査によって，黒色ビニ、－・ル■フイルム被覆1真と全被覆l引こおける細根分布の状態を示すとFig・  

8の如くであった これによると，地温の高い黒色ビニニ・－ルフイルム被覆区の細根が，全被覆剛こ比べて多いことが  

－・目瞭然であるそしてこの傾向は収穫期まで続いたものと思われる   

塊根数についてみると，地温による差異はみられないという報告（9）があるが，この実験においても明瞭な傾向は現  

われていなかった  

Fig8Statusofthesweetpotatorootlet（28，September，1972）Ablackvinyl  
fi1mmulchcdplot B，dayandnightmulchedplot   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



畦面被覆の徽気象に関する研究  61   第28巻第60号（1977）  

次に，塊根重であるが，温度系効果説（賦細11）によると ，塊根は日中低温部或いは温度傾度の急変部とをる部分に  

形成され，土壌の温度変化の大きいほど，従ってその間の温度傾度が強いほと肥大しやすい傾向にあるというそし  

て温度傾度に従って活性炭水化物その他の体内物肇の移動が，高温部分から低温部分に移動し，或いは低温部分から  

高温部分への移動ほ抑制抑制される傾向がある．従って地温が高いと，とくに地下約10cmの深さの付置の高温によ  

ってその部分への澱粉蓄傾が抑制されると云われる   

本実験の場合はFig6からもわかるように，黒色ビこ・－ルフイルム被覆剛こおいては，他の各区に比べて最も上  

述の条件に適合しており，それに適合していないと考えられるのは全被覆区である．従って1株当りの塊根重は黒色  

ビニールフィルム被覆区では584gで放も多く，全被覆区は殺も少なく98gで約6：1の割合であったり いま両区  

は最も少なく98gで約6：1の割合であった いま両区における塊根の状態を示すとFig9の如くであるまた裸  

地畦区，アルミ箔被覆区においては黒色ビニ・－ルフイルム被覆区のそれぞれ272，413％で，何れも1／2以下であっ  

た“  

Fig9”Statusofthetuberousrootoftheswcetpotato（16，November，1972）  

A，blackvinylfi1mmulchedplotB，dayandnightmulchedplot  

裸地畦区は地温の垂直分布状態からみると，アルミ箔被覆区より黒色ビニ、－ルフイルム被覆区に近いのであるが，  

1株当りの塊根重はアルミ箔被覆区の方が多かったそして同区では，地下10cmの深さの位屑の温度較差は裸地畦  

区より小さく，また垂直分布の温度傾度も小さくて，アルミ箔被覆区の温度系効果は劣悪であると考えられるしか  

るに裸地畦区がそれより減収であったのは，栽培全期間を通じて日平均温度・日長低温度ともに全区中で最も低く経  

過しており，さらに土壌水分も被覆区より少なかったこと等が原因として考えられる．   

また，多収穫を得るためには栽培全期間を通じ地中温度が余り変化しないような畦を作る必要があるとの報告（12）  

もあるが，そうであれば本実験でも全被覆区の収琉が最大になってもよい筈であった．   

何れにしても，黒色ビニ・－ルフイルム被覆区では，被覆資材の物理性により地中温度系において，日中低温部或い  

は垂直温度傾度の曲角部分が，ちょうど地表面下10cmの探さに出現するようになって，その特性が甘藷の生育・収  

量に有効に作用したものと思われる‖   
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以上の結果から，雑草の防除をも兼ねた黒色ゼニt－ルフイルム被覆の甘藷栽培に対する利用価値の極めて高いこと  

が実証されたことになる．  

ⅠⅤ む  す  び   

前報に引続いて，畦面被覆の資材・方法の相違が作物に対して如何なる影響を及ぼすかをみるために，1972年7月  

から11月にかけて甘藷の栽培を試みた．   

得られた結果を要約すると次の如ぐであるい  

（1）香川大学農学部附属農場において，長さ9m，巾06m，高さ25cmの東西畦に，裸地畦区，アルミ箔被覆区，  

黒色ビニールフィルム被覆区および断熱材を用いた仝被覆区を設けて甘藷を栽培した  

（2）各区の畦巾中央部の株間において地7■2cm，10cmの温度を熱電対温度計を用いて栽培全期間連続記録し，  

地温の日変化，半句別変化，さらに多点観測による接地気温・地温の垂直分布，地温のIsoplethについて，甘藷の  

生育との関連において考察した  

（3）栽培全期間を通じて，地中の日平均温度は，各区の中で裸地畦区が最も低温で経過したい 目鼻高温度は全被  

覆区が最も高く，裸地畦区が最も低かったり そして日較差は裸地瞳区に最も大きく，全被覆区において最も小さく経  

過した．  

（4）地上部重・総茎長は黒色ビニ・－ルフイルム被覆区が殺も大で，次いで裸地峡区，アルミ箔被覆区，全被覆区  

の順で日長高地温に比例していたい  

（5）塊根垂は，黒色ビニ・－ルフイルム被覆区に最も多く1珠当り584g，仝被覆区は最も少なく 98gで約6：1  

の割合であった．そして裸地畦区，アルミ箔被覆区においては黒色ビニ・－・ルフイルム被覆区のそれぞれ272，413％  

であった．   

以上の結果は，黒色ビニ・－ル・7イルム被覆が，甘藷の生育・収割こ対して最も有効的で，かつ雑草の防除をも兼ね  

る点から，これの甘藷栽培に対する利用価値が極めて高いことを実証したものである1・   

おわりに，本実験を行なうに際して，本学部作物学研究宝木暮秩助教授から，栽培に関して多くの示唆を戴いた  

ここに記して感謝の意を表する次第である．  
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（2）上原勝樹・宮川秀夫・鈴木晴雄：畦面被覆の微気  

象に関する研究IAlbedoの著しく異なった資材  

を用いた場合（その2），香川大農学軌 27，33－  

41（1976）  

ト・＋・  ト ：畦面被覆の微気  
象に関する研究ⅠⅠ断熱資材を用いて掛けはずし  
を行なった場合（その1），香川大農学報，27，  

43－52（1976） 

＋・＋・＋ ：畦面被覆の微気  

（3）  

（4）  

象に関する研究ⅠⅠ断熱資材を用いて掛けはずし  
を行をった場共（その2），香川大農学報，27，  

53－62（1976）  

（5）鈴木晴雄・上原勝樹・宮川秀夫：畦面被覆の微気  
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